■専門部会からの報告資料２－１

令和７年度　相談支援部会　報告書
	第2回相談支援部会

	　日時：令和７年９月２６日（金）　午前９時３０分～午前１１時３０分

	　会場：品川区役所第２庁舎５階２５３会議室 

	

	　概要：

	１．地域自立支援協議会検討課題について

	　令和7年度第1回地域自立支援協議会の報告を行った。

	２．地域生活移行に関する取り組みについて

	地域生活移行に向けての取り組み状況や課題の共有、区内のグループホームや通所先の整備状況について共有した。また、グループホーム連絡会にて取り組みを報告し移行に向けて情報共有を行った。
（１）取り組み状況
地域移行を行った方のその後について
・児童福祉施設から区内グループホームへ移行した方。環境を整えて支援してきたが、児童施設より自由度が高い地域生活において以前からの課題が解決されず、本人・両親や支援機関を交え何度かカンファレンスを実施。結果、再度環境整備からはじめることとなり区外の短期入所施設へ移行。日中は短期入所先近隣の通所施設を利用しており成功体験を積んでいる。今後の住まいを決めていくにあたって、どのような支援体制を構築していくか等、引き続き本人の希望をうかがいながら検討をしていく。
・区内障害者施設から兄弟が近隣に住む区外グループホームへ移行した方。計画相談支援もグループホーム近隣に移行している。最近親族から近況報告を受け元気に過ごしている旨共有があった。
地域移行支援に向けて
これまで同様、サービス更新時、モニタリング時等、本人・家族・支援者に地域移行の希望についてその都度確認と説明を継続している。
来年度以降、障害者入所施設に配置される地域移行等意向確認担当者と連携して取り組みを進めたい。
課題・取り組みを進めて感じたこと
・家族等のようやく施設に入れたから現時点で地域移行を考えられないという意向がありすすまない。
・利用者や家族の高齢化もあり新たな生活環境の場を考えられない。
・前回の相談支援部会において７０代でグループホームから在宅へ移行をした方の共有があった。高齢となってからの移行はできないのではと思っていた。対象者の年齢に関わらず移行の意思を確認していくことの重要性を思いなおした。
（２）区内のグループホーム・通所施設整備状況について
　区内グループホームと通所先の整備状況について共有した。

	

	３． 高次脳機能障害に関する取り組みについて

	　高次脳機能障害者への支援について各々取り組んだ内容を報告し、今後の展開について意見交換した。
（1） 具体的に取り組んだ内容
失語症者の意思疎通支援に関するニーズ把握調査について
　品川区内相談支援事業所へ意思疎通支援が必要な場面や年代についてアンケート調査を実施し、集計結果を事務局から報告した。

表１：失語症者の意思疎通支援に関するニーズ把握調査集計結果
	年齢層
	20代以下
	30代
	40代
	50代
	60代
	70代以上
	不明

	人数
	0名
	2名
	2名
	15名
	2名
	0名
	1名



支援ニーズのある年代として３０代後半から６０代との回答があり、半数以上を５０代が占めていた。支援の必要な場面として、本人の意向を確認する行政手続きやサービス利用時の説明をする時が挙げられていた。
区ホームページの整備について
　高次脳機能障害に関して、障害の概要や障害福祉サービス、地域活動支援センター、啓発動画等をまとめたページを作成したため、共有した。
地域活動支援センター見学会
　区内３カ所ある地域活動支援センターの活用について、それぞれの取り組み内容を把握し検討するため見学会を全６回実施した。実施後アンケートを実施し、高次脳機能障害の方が利用するにあたって通所に送迎が必要な場合の課題が共通してあげられている。品川区が実証運行をしているAIオンデマンド交通「しなるん」を利用して地域活動支援センター利用している方もいるとの共有があった。また、活動内容についても３カ所共同してスポーツ大会等を実施するのはどうかといった意見もあり引き続き内容の検討をしていく。
認知症カフェでのコラボについて
　部会員が所属する区内一法人が認知症カフェにおいて、高次脳機能障害に関しての啓発と相談会を同時開催した。２回実施し、相談等は無かったが、広報の仕方を考える機会となった。他法人に広げていけないか模索していく。
就労支援部会での報告
　就労支援部会にて相談支援部会において高次脳機能障害について取り組んでいることを共有。就労継続支援B型等の通所サービス利用に当たっては送迎の課題等がある。送迎対応ができるかどうかは個別に相談していける事業所があることを確認した。
復職に向けての支援・手続きについて研修
　高次脳機能障害が働き盛りの世代に発症することに関連して、職場復帰への支援を行う際、利用できる区内の社会資源・傷病手当などの手続きについて研修会を実施した。

（２）今後に向けて
前回の相談支援部会から取り組んだ内容について、引き続き具体性を持った活動となるように継続して取り組んでいく。

	

	4．今後の検討課題について

	　過去の相談支援部会において、今後の検討課題について話し合った際の内容を参考に今後取り組んでいきたい内容についてグループワークを実施し意見を出し合った。次回の相談支援部会において取り組み内容や方法を検討する。

	出た意見
・合理的配慮の範囲を学びたい
・社会資源が足りないということは取り組みをすすめていくなかで挙げられて　
　いるが、どうやって取り組めばよいのか
・児童期から成人期への移行等、ライフステージの移り変わりの時に必要な支
　援、その情報整理
・情報の充実
・支援者の高齢化と新たな育成

	

	出席：部会長：品川区東品川障害者相談支援センター長
　　　　部会員：１．品川区旗の台障害児者相談支援センター
　　　　　　　　２．品川区東品川障害者相談支援センター
　　　　　　　　３．品川区南品川障害児者相談支援センター
　　　　　　　　４．品川区精神障害者地域生活支援センター
　　　　　　　　５．品川区発達障害児者相談支援センター
　　　　　　　　６．品川区東品川精神障害者相談支援センター
　　　　　　　　７．インクル南品川障害者相談支援センター
　　　　　　　　８．相談支援事業所スタンドアウト品川　　
　　　　　　　　９．福は家相談室品川
　　　　　　　　10．コプラス　相談支援事業部
　　　　　　　　11．パーソナルファミリーサポートセンター
　　　　　　　　12．ラシクラボコネクト東京
　　　　　　　　13．品川区中延障害者計画相談支援事業所
　　　　　　　　14．品川区東品川障害者計画相談支援事業所
                15. 品川区大井第二障害者計画相談支援事業所
                16. 品川区西五反田障害者計画相談支援事業所
　　　　　　　　17. 品川区八潮障害者計画相談支援事業所
                18. 品川区荏原障害者計画相談支援事業所

	

	地域生活移行に関する取り組みについて

	1 地域生活移行件数　９名（取り組み開始の令和５年４月～令和７年９月）
	退所先
	GH
	自宅
	高齢者施設等

	人数
	６名
	３名
	０名


【GH入居した6名の状況】
・６０代　未就学時より区外児童施設へ入所し、そのまま同法人成人施設を利用。同法人のグループホームへ移行。
・１０代　区外児童施設から、区内グループホームへ移行。
・５０代　４１歳で区外施設入所。同法人のグループホームへ移行。
・６０代　胃ろうを造設し、医療的ケア対応のグループホームへ移行。
・３０代　１４歳で区外児童施設へ入所し、退所と同時に区内成人施設へ入所。令和５年１０月頃から地域移行を検討し、令和６年６月区内グループホームへ移行。
・５０代　令和５年８月地域移行を見据えたうえで、介護者不在のため施設入所。令和６年１２月グループホームへ移行。
【自宅へ移行した３名の状況】
・４０代　区内施設へ入所していたが、家族の希望により品川区の実家へ移行。
　・５０代　区外施設へ入所していたが、家族の希望により品川区の実家へ移行。
・５０代　区外施設へ入所していたが、家族の希望により品川区の実家へ移行。
② 調整・支援継続中　５名
・家族の意向確認・意思決定支援により具体的検討中　……２名
・グループホーム申し込み等進めている　　　　　　　……３名
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